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まず始めに、2015年3月期第2四半期累計期間を総
括いたします。 

 
2015年3月期は、3ヵ年中期経営計画「153P」
（2012年2月3日発表）の最終年度として総仕上げを
行うと同時に、次期中期経営計画の取り組みを前倒し
で推進する1年と位置づけております。 

 
当第2四半期累計期間における業績は、売上高は計
画未達となったものの、利益については計画を達成い
たしました。前年同期比では、国内事業の売上減少及
び成長戦略に向けた先行投資により減収減益となりま
した。 

 
ポイントとして、次の4点が挙げられます。 
 
一つ目に、直営店の取扱組数は計画未達となったも
のの、単価は概ね計画通りに推移し、挙式披露宴単価
は403.6万円となりました。 
二つ目に、アジアを含む海外・リゾートウェディン
グ事業は引き続き順調に業績を拡大し、海外売上高は
前年同期比で18.2%増となりました。 
三つ目に、次期中期経営計画の前倒しとして、成長
戦略に向けた先行投資を計画通りに進めております。
その結果、販管費は前年同期比で4.8億増となりまし
た。 
四つ目に、当社の成長戦略に関する長期ビジョンと
して、第1弾の「新規出店戦略」を7月25日に、第2弾
の「新ビジネスモデル戦略」を10月22日にリリース
をいたしました。 



連結損益計算書の概要をご説明いたしま
す。 

 
当第2四半期累計期間は、売上高は計画未
達となったものの、マージン改善やコスト削
減の取組を推進したことで、利益は計画を達
成いたしました。前年同期比では、国内事業
の売上減少及び成長戦略に向けた先行投資に
より減収減益となりました。 

 
売上高は、27,740百万円（計画比-760百
万円）となりました。前年同期比では、 
-692百万円減となりました。これは特定地
域における競争激化、及び既に閉店が決定し
ている店舗における取扱組数の減少が主な要
因です。 
 
販管費は、コストの効率化を推進しつつ、
成長戦略に向けた各項目において、先行投資
を実施しております。販管費は、計画に対し
て-420百万減の15,418百万円（前年同期比
+480百万円）となりました。 

 
その結果、営業利益は352百万円（計画比
+2百万円）、経常利益は238百万円（計画比
+38百万円）、四半期純利益は△72百万円
（計画比+78百万円）となりました。 
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事業セグメント別の売上高及び売上構成比
の推移についてご説明いたします。 
 

一つ目は直営店ですが、同事業は連結売上
高の大半を占める主力事業となっておりま
す。当第2四半期累計期間においては取扱組
数の減少により減収となっております。 
 
二つ目はコンサルティング型事業ですが､
ホテル提携数の拡大により､取扱高が増加し
ております。売上高については、一部提携先 
との契約形態変更により減少しております。 
 
三つ目は海外事業ですが、引き続きリゾー
トウェディングを中心に売上高が拡大し、連
結売上高に対する海外比率は10%超となりま
した。 
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続きまして、国内ウェディング事業についてご
説明いたします。 
 

直営店において、当社は3つの強み、すなわち
「トータルコーディネート力」「心の想いの表
現力」「ニーズをくみ取り実現する力」を打ち
出し、追求することで差別化戦略を推進してお
ります。 
 
当第2四半期累計期間は、取扱組数が計画と比
較して155件減の5,345件となりました。挙式披
露宴単価については、計画と比較して6千円増の
4,036千円となりました。 

 

その結果、売上高は20,974百万円（計画比-
1,026百万円、前年同期比-1,154百万円）となり
ました。 
 

コンサルティング型は、ホテルの婚礼受託事業
の拡大に注力しております。当第2四半期累計期
間は、主にホテルの受注組数の拡大により、取
扱組数は計画と比較して7件増の837件となりま
した。 
 

その結果、取扱高は2,344百万円（計画比+4百
万円、前年同期比+692百万円）となりました。 

 
尚、受注進捗については、今期分は当初計画か
ら遅れているものの、来期分については順調に
進捗しております。 
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続きまして、海外・リゾートウェディング
事業についてご説明いたします。 
 

リゾートウェディングは引き続き新規出店
効果により取扱組数が増加し、特に主力であ
るハワイ、グアムが好調に推移しました。 
 

アジア婚礼プロデュースは、5つ星ホテル
との提携により、これまでの施行実績が高く
評価されております。 
 
今後の海外事業拡大に向け、当初の計画通
り先行投資を実施した結果、当第2四半期累
計期間の海外･リゾートウェディング事業の
売上高は、計画と比較して1%増の3,526百万
円（前年同期比18%増）となりました。営業
利益についても、計画と比較して＋45百万
円増の115百万円となり、計画を上回って順
調に推移しております。 
 

先行投資の主な内容としては、新規出店準
備コスト、台湾及び香港からの送客展開及び
ドレス直営展開に向けた投資、海外人員体制
強化となります。 

9 



10 

連結貸借対照表の資産の部の解説です。  
 

当第2四半期期末における総資産は前期末
と比較して543百万円増加し、48,826百万円
となりました。 
 
現金及び預金が増加（前期末比+835百万
円）しておりますが、一時的にキャッシュポ
ジションを高めたことによるものです。 
 

投資その他資産が減少（前期末比-702百
万円）しておりますが、敷金・保証金の減少
（前期末比-462百万円）が主な要因となり
ます。店舗における契約更新に伴い、リース
資産の買取及びリース保証金と相殺を行った
ことによるものです。 
 

 



連結貸借対照表の負債・純資産の部の解説
です。 
 
当第2四半期は重点施策への先行投資を実
施した結果、有利子負債残高は187億円とな
りました。 
 

流動負債は、前期末と比較して604百万円
増加しております。主な要因は、短期借入金
増＋1,550百万円、一年内長期借入金増＋
497百万円、納税による未払法人税等の減少
-1,209百万円となっております。 
 
純資産は、前期末と比較して-505百万円
減少しております。主な要因は、配当等によ
り利益剰余金が-265百万円減少したこと、
及び第1四半期において、連結子会社である
アニバーサリートラベル（旅行業）を100％
子会社化し、少数株主持分が-130百万円減
少したこととなります。 
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 当社の長期ビジョン実現に向けた成長戦略につ
いてご説明いたします。まず「新規出店戦略」
についてです。 

 当社はハウスウェディング市場のパイオニアと
して業界全体を牽引してまいりました。 
一方で、今後ますます厳しくなる市場環境の下
、当社は新規出店戦略において強みを活かし、
従来とは異なる出店形態により、新しい市場を
創り出し、婚礼市場全体の活性化に貢献してま
いります。 

 1つ目は、「欧米型ウェディングスタイル」を競
争力のある価格で提供する「次世代型専門結婚
式場」です。 

 2つ目は、最新トレンドに合わせたライフスタイ
ル型コンテンツとの融合による情報発信力の高
い「ライフスタイル型複合施設」です。 

 そして3つ目として、新たにホテル事業に参入い
たします。個性的なデザインにこだわった「コ
ンセプト型ホテル」を展開してまいります。 

 既存店については、ハード面では優先順位に基
づいた段階的な戦略投資を行い、ソフト面では
新たなウェディングスタイルを順次展開するこ
とで、他社との差別化戦略を強化してまいりま
す。 

 これまで取り組んでまいりました「ホテル婚礼
受託」「M&A」についても、ROI（投資収益率）
を重視し、引き続き展開してまいります。 
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 次に「新ビジネスモデル戦略」についてご説明
いたします。 

 

  T&Gは2012年にT&Gリサーチセンター（東京
、New York、Los Angeles 他）を立上げ、海外
の最先端のウェディング情報を取り入れるとと
もに、プロフェッショナルチームによるウェデ
ィングプロデュースサービス“Haute couture 
Design”（オートクチュールデザイン 以下、
HCD）をスタートさせ、これまでの装飾、演出
の域を超えた、挙式会場の空間全体をゼロから
作り上げる先進的なウェディングスタイルを提
案してまいりました。 

 

  HCDの提供単価は一般の挙式に比べ高価格と
なるため、利用者は著名人や富裕層のお客様に
限られていましたが、一般のお客様からの問い
合わせも多数いただいていたことを踏まえ、今
回、多くのお客様に同様のサービスをご提供す
ることを可能にする新しいビジネスモデルを構
築いたしました。 

 

  新しいビジネスモデルとは、第一に、従来の
テーブルコーディネート中心の装飾の域を脱し
、会場の天井、壁面を含めた空間全体をコーデ
ィネートするものであります。お客様の思い描
くイメージを、空間全体を用いて表現すること
で、世界観を感じる演出が可能となります。 
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 第二に、装飾品については、自社工場で生産す
ることにより、従来にない豊富な品揃えを用意
いたしました。また、お客様のご要望に基づい
てお客様オリジナルの装飾品を制作することも
可能です。このように装飾品の種類の充実を図
るとともに、Ｔ＆Ｇリサーチセンターによる最
先端の情報を取り入れた斬新な商品開発により
、常にお客様の要望にお応えできる体制を確立
いたします。 

 

 第三に、こうした装飾品をリーズナブルな価格
でご提供できる商品供給体制を構築しました。
自社工場（中国・蘇州）を新設し、企画、開発
、製造までを一貫して行います。徹底したクオ
リティ管理のもと、全ての工程を自社で行うこ
とにより、お客様のニーズに沿った高品質な商
品を低コストで生産することができます。 

 

  これらにより、これまで特定の方に限られて
いた「空間全体をゼロから作り上げるような会
場装飾」が、一般的な挙式会場での装飾にかか
る費用に近い価格でご提供することが可能にな
ります。 

 

 今後、この「新ビジネスモデル戦略」を推進し
商品企画から製造、販売までの一貫体制を構築
することで、新たな市場を創出してまいります
。 
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 2015年3月期の重点施策について、通期での
営業損益への影響（2014年3月期との増減）
とともにご説明いたします。 

 

 営業損益増加要因といたしまして、T&G直営
店の強化施策により2014年3月期比2.4億円増
、153P重点施策効果により同7.7億円増、そ
の他コスト削減により同2.6億円増、合計約
13億円増を計画しております。 

 

 153P重点施策効果の具体的な内容は、主に海
外伸長、コンサルティング事業の拡大及び
M&Aの効果であります。 

 また、先程ご説明したとおり、183P（※1）
達成に向けた取り組みを前倒しで推進します
。 この先行投資により営業損益は同11.3億
円減の影響を見込んでおります。 

 

 具体的には、新規出店に関わる費用、新モデ
ル店舗オープン、自社工場新設、ドレスショ
ップオープン等の強み創りへの投資及び海外
戦略加速のための投資を予定しております。 

 

 以上のとおり、収益面において大幅な積み上
げを実現できる見通しでありますが、一方で
成長戦略に資源を投下する計画であり、2015
年3月期の営業利益は38億円（2014年3月期
比2億円増）を計画しております。 
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 次に、2015年3月期重点施策について、2Q累計期間の総
括をご説明いたします。 

 

 153P重点施策の効果についてご説明いたします。 

 一つ目は、海外事業について、海外リゾートウエディン
グの新規会場拡大および通年寄与により、前年比118%
の増収を達成いたしました。 

 二つ目は、M&A取得4店舗の業績向上および通年寄与に
より前年比322%の増収を達成いたしました。 

 三つ目は、コンサルティング事業の拡大について、新規
提携先拡大および通年寄与により、取扱高は前年比
141%となりました。また提携先ホテルにおいて、契約
率等の業績も改善しております。 

 

 183Pに向けた先行投資についてご説明いたします。 

 一つ目は、強み創りとして、蘇州工場の設立（2014年2
月）、ドレスショップオープン（2014年10月）、新ビ
ジネスモデル店舗オープン（2014年11月）に向けて投
資を実施いたしました。2Q累計での営業損益影響額は
△1.5億となります。 

 二つ目は、ブライズワード社東京初出店となる「
HARMONIE SOLUNA」（表参道）、および2015年度以降
の新規出店に向け順調に進捗しております。2Q累計での
営業損益影響額は△0.8億となります。 

 三つ目は、海外戦略加速に向けて、ASEAN展開および新
規出店に向けた準備を進めております。2Q累計での営業
損益影響額は△0.1億となっております。 

 

 尚、通期では当初の計画通り、11.3億の投資を行い、将
来の成長戦略の実現を目指してまいります。 
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2015年3月期の連結通期業績計画は下記の
とおりとなります。なお2014年3月期決算発
表時（5月9日）の業績計画と変更ございま
せん。 

 
売上高 62,000百万円 

  （前年比 +1,286百万円） 
営業利益  3,800百万円 

       （前年比   +94百万円） 
経常利益  3,500百万円 

       （前年比   +158百万円） 
当期純利益  1,400百万円 

       （前年比   +30百万円） 
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2015年3月期の配当予想をご説明いたします。 
 
当社は、企業の継続的な成長を実現するための
投資を行いつつ、株主の皆様への利益還元を適
正かつ安定的に行うことを基本方針に掲げてお
ります。 
 
2015年3月期の配当予想につきましては、上記
の基本方針を勘案し、前期と同様の1株当たり15
円※とさせていただく予定でおります。 
 

※当社は、2013年10月1日効力発生日として1株
につき10株の割合で株式分割を行っております。
そのため、2014年3月期 及び2015年3月期（予
想）の期末1株当たり配当金については、株式分
割を考慮した金額を記載しております。 
（株式分割を考慮しない場合の2014年3月期 及
び2015年3月期（予想）の期末1株当たり配当金
は150円となります。） 
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